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富山湾の海上における鯨類の目撃記録
胸7凶20
図1．富山湾におけるイルカ・クジラ類の目撃地点
137尋20．
図2．ツチクジラの目撃地点。●今回の確認地点，▲南部他（2003)。
137．137＊20.
図3．カマイル力（●）及びハンドウイルカ（▲）の確認地点
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部他，2002,2003,2004；南部他2003,
2004；日本鯨類研究所,2004)。本湾に
おける鯨類の生息状況の解明には海上
での情報が重要であるが，筆者の一人
である関は，富山湾海上で目撃した鯨
類を記録してきた。今回，これらの記
録から富山湾におけるイルカ・クジラ
類の来遊状況について報告する。
方法
1991～2003年にかけ，著者の一人関
は，富山湾（主に富山県側）において
富山県漁業取締船で巡視中に目撃した
鯨類を記録し，一部は写真撮影を行っ
た。ミンククジラの富山湾における来
遊状況を知るため，日本鯨類研究所ス
トランディングデータベース（日本鯨
類研究所，2004）により定置網の混獲
状況について調査した。
結果
1991～2003年に富山湾の海上で目拳
されたイルカ・クジラ類は49例あり，
l例は死体（種不明であるがミンクク
ジラBa/αe"叩花『ααα"or“"“αの可能
性がある)，他の48例は遊泳中の群で
あった。写真鑑定の結果，ツチクジラ
Be'αr‘畑s6α"”4例，カマイルカ
Lage"or/""Cﾙ"SO6"9加火"s4例，ハン
ドウイルカ乃"蔀Qps〃""c““2例が
確認され，39例は不明であった（表l；
図1，2，3；図版I）。
以下に種ごとの確認状況を列記する。
ツチクジラBe7a忽加s6α"‘〃
アカボウクジラ科Ziphiidae
ツチクジラは，1991,1993,1995,
1997年に確認された（表1，図2)。確
認月は，6月と7月にそれぞれ2例であっ
た。確認頭数は，約20頭の群2例，約
30頭の群l例，頭数不明の群l例であっ
た。確認場所の沿岸からの距離（k、）
及び水深（、）は，45-145km（､=4)，
95-860m（､=4）であった（最小一最
大，例数（､）で示す)。
関東雄・南部久男・山田格・石川創
カマイルカLqge"o"妙"c力"so6"9"/火"s
マイルカ科Delphinidae
カマイルカは，1998,2000,2001,2003年に確認さ
れ（表1，図3)，確認月は，2月及び4月にそれぞれ1
例，5月に2例であった。確認頭数は，約80頭の群l例，
約100頭の群が3例であった。確認場所の沿岸からの距
離(k、)及び水深(、)は，それぞれ325-13km(､=4)，65‐
780m(､=4)であった。
ハンドウイルカ恥rsjQps〃""c“"s
マイルカ科Delphinidae
ハンドウイルカは2000年2月25日に異なった海域で2
例確認されたが（表1，図3)，同一の群の可能性があ
る。ハンドウイルカの確認場所の沿岸からの距離
(k､)及び水深(、)は，それぞれ7-75km(､=2)，280‐
420m（､=2)であった。
不明種
不明種のうち，l例はミンククジラβα/αe"op/era
acz"o"“"“α’3例がツチクジラ，2例がカマイルカ，2
例がハンドウイルカ，l例がオキゴンドウPse"‘/b7ca
cr“s/昨"s，l例がハンドウイルカ又はオキゴンドウ又
は両種の混群l例の可能性がある。残りのうち，22例
は小型でイルカ，6例は大型でクジラの可能性がある。
次に，ミンククジラの混獲状況について述べる。
ミンククジラBa/αe"Qpre7aac“or“〃“α
ナガスクジラ科Balaenopteridae
ミンククジラは，2002年1月～2003年12月の日本鯨
類研究所ストランディングデータベース（日本鯨類研
究所，2004）から，富山湾沿岸（石川県側の能登半島
及び富山県西部沿岸）の定置網で石川県側31例31頭，
富山県側16例16頭，計47例47頭が混獲されている。月
別混獲状況は次の通りである（括弧内の左の数字は石
川県側右の数字は富山県側の混獲例数)。1月（7，0)，
2月（2，2)，3月（0,0)，4月（2,0)，5月（4,0)，
6月（2，2)，7月（1，2)，8月（1，1)，9月（0，4)，
10月（5，2)，11月（2，3)，12月（5，0)。
p〃ocae"o/火sの13種が記録され、石川県日本海側では
上述の種（ザトウクジラ，オキゴンドウ，スナメリを
除く）に加え，ナガスクジラ科のナガスクジラ
Baﾉαe"〃/eγαphysα/"s，マイルカ科のマイルカ
Deわ方加蛎咋ゆ"sが記録されている（佐野1999；需
藤,1999；桶田,2000；南部他,2002,2003,2004；南
部他,2003,2004；日本鯨類研究所,2004)。今回富山
湾で確認された3種はいずれも既知種である。
ツチクジラBe,αr成"s6α"α〃は北太平洋，日本
海，オホーツク海，ベーリング海の深い大洋部に分布
し（Je縦rsonetal，1993)，日本近海では，太平洋側
の相模湾以北，日本海以北に分布する（粕谷，1996)。
本種は1948～1952年にかけて日本近海で計924頭捕獲
され，そのうち日本海では，北海道松前半島沖で51頭，
富山湾（石川県側及び富山県側）で1950～1952年の6．
7月に16頭（オス11頭，メス5頭）捕獲されている
(Omura,1955)。日本では現在も捕鯨枠が定められ，
2001年には日本近海で62頭捕獲されている（大隅
2003)。
日本海のストランデイング等は，1941～2003年にか
け8県で29件ある（北海道13件，秋田県2件，山形県：
件，新潟県4件，石川県2件，福井県1件，京都府1件：
(日本鯨類研究所，2004)。
日本海側での目撃例を挙げると，1996年7月に佐渡
島沖で10頭の群が，2000年6月に新潟県沖の佐渡汽船
直江津航路（直江津～小木間）で群が，2002年7月に
新潟県沖で30頭の群が目撃されている（本間・古川原，
2003；日本鯨類研究所，2004)。富山湾では1996年6月
24日石川県能登島沖約8kmで4～50頭の群が目撃さ
れ，2002年6月に魚津市沖10km（水深840m）で群が
目撃されている（佐野,1999；南部他,2004)。今回の
観察では，1991年6月，1993年7月，1995年7月，199？
年6月に群が確認された。
日本海におけるツチクジラの目筆記録は少なく，日
本海における回遊状況はよく分かっていない。富山湾
では，捕鯨記録による捕獲月は6．7月であり，今回の
観察記録及び過去の富山湾での目撃記録も6．7月であ
ることより（佐野,1999；南部他,2004)，1991年以降
富山湾へは6．7月に群で来遊していると推測される。
ミンククジラは，富山湾沿岸（石川県能登半島，富
山県西部）の定置網で3月を除き年間を通じて混獲さ
れているが，10～1月は他の月に比べると多く来遊す
ると推測される。
イルカ類は，カマイルカが多く来遊していることが
明らかとなった。1982年以降の石川県及び富山県のカ
マイルカのストランディング，混獲等の記録は，富山
考察
富山湾では，コククジラ科Eschrichtiidaeのコクク
ジラEFc〃/ch""srob""“，ナガスクジラ科のミンク
クジラ及びザトウクジラMｾg“/era〃o”eα"g"αe，ア
カボウクジラ科のツチクジラ及びオウギハクジラ
A化sop/o”〃sre/"ege"，マイルカ科のオキゴンドウ，
ハナゴンドウGγα/”"sg河se"s，ハンドウイルカ，カ
マイルカ，ハセイルカDeわh加"Sc“e"sjs，ネズミイ
ルカ科PhocoenidaeのネズミイルカPﾙocoe"αpﾙocoe"α・
イシイルカP力Ocoe"oj火s”/"，スナメリノvEQp加cae"窪
??
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湾石川県側24件，富山県側4件，石川県日本海側18件
である（日本鯨類研究所，2004)。その内，定置網等
への混獲は，富山湾石川県側で15件報告され，月別の
内訳は1月3件，2月3件，3月4件，4月4件，5月1件で
ある。斎藤（1999）及び桶田（2000）も富山湾石川県
側でl～5月に入網記録があることを報告している。今
回のカマイルカの確認月は，2，4，5月であることよ
り，富山湾へは本種はl～5月に群で来遊すると考えら
れる。
日本鯨類研究所（2004）によれば，1985年以降の石
川県及び富山県でのハンドウイルカのストランディン
グ，混獲等の記録は，石川県富山湾側5件，同県日本
海側2件，富山県1件ある。その内,定置網等への混獲
は，石川県富山湾側で5件報告され，月別の内訳は1
月l例，2月l例，3月l例，7月l例，9月l例である。石
川県東側の日本海側では，8月と10月にそれぞれl例報
告されている。斎藤（1999）及び桶田（2000）は石11言
県富山湾側で1月（1985年）にl例，10月にl例（1992
年）報告している。
七尾市能登島周辺には，2001年秋頃からハンドウイ
ルカ2頭が定着し，2002年春頃から子供と思われる1頭
が増え（高橋，2003)，2004年11月現在3頭定着してい
る（桶田俊朗氏私,信)。前述の日本鯨類研究所（2004）
のデータベースのうち，7月（2003年）の1件9月
(2001年）の1件は七尾市能登島に定着しているハンド
ウイルカの可能性がある。
日本近海には，ハンドウイルカ刀"siopJ〃""c""s
とそれよりやや小型で吻が長い等の特徴をもつミナミ
ハンドウイルカ弧α”"c"sが生息していることが知
られているが（Rice，1998；Wanget．a1.,1999,200a，
200bラKakudaet・aL,2002)，能登島に定着しているハ
ンドウイルカは，ミナミハンドウイルカである可能性
が指摘されている（大田，台臓，2004)。
今回，ハンドウイルカは2月に観察され，過去の記
録（能登島のミナミハンドウイルカの可能性のある記
録を除く）とあわせると，富山湾には，1月から3月に
かけ来遊していると思われる。富山湾への来遊時期を
明らかにするには，今後ハンドウイルカとミナミハン
ドウイルカの識別が必要と思われる。
謝辞
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富山湾の海上における鯨類の目撃記録
図版｜・富山湾で目撃されたイルカ・クジラ類（関東雄撮影）
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5．ツチクジラ：1995年7月5日，七尾市佐々波鼻沖1．ツチクジラ：1991年6月26日，新湊市富山新港沖
…
蕊
懲愚蕊
6．ツチクジラ：1997年6月17日，氷見市大泊沖2．ツチクジラ：1991年6月26日，新湊市富山新港沖
》?
蕊鱗議篭遥遥犠羅蕊堂蕊蕊：
7．ツチクジラ：1997年6月17日，氷見市大泊沖3．ツチクジラ：1993年7月8日，七尾市佐々波鼻沖
??
藍醤鶏鋸溌、
》???》
?．???‐??‐??、??
8．ツチクジラ：1997年6月17日，氷見市大泊沖4．ツチクジラ：1993年7月8日，七尾市佐々波鼻沖
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関東雄・南部久男・山田格・石jl： 創
9．ツチクジラ：1997年6月17日，氷見市大泊沖
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鰯
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11.カマイル力：2001年5月15日，高岡市伏木沖
ljFIi;蕊
12カマイル力：1998年5月18日，七尾市佐々波沖
ワ/；
~て
13 カマイルカ：2002年2月27日，富山市岩瀬港沖
14．ハンドウイルカ：2000年2月25日，氷見市宇波沖
舞壌識欝'鱗哩識
15．ハンドウイルカ：2000年2月25日，氷見市阿尾沖
